
1．概要
本書は、KEK殿向けBファクトリー納めのVME用RASボード開発に関するカード単体試験に

ついて記述するものである。

2．試験構成図
RASボード試験での試験構成を以下に示す。

DlGITAL

MULTIMETER

VMEシヤー

（試験用）
RASボード
OS：Linux

IP：192．168．1．200

試験対象のRASボード
S／N：00002　F／W1．0

SIO・1～SIO3

COM2

（保守用ポート）

コンソールPC端末
OS：WndowSXP

tP：192．168．1．123

PC端末
OS：WindowsXP

tP：192．168．1．111

仮 ●

：U n

9 2
u
1

サ ー ハO S

P ：
X
6 8 ．1 ．2 2 2

3．試験要領／結果
H／W試験及びS／W（ファームウェア）試験に関する試験要領及び試験結果を次夏以降に

示す。
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